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平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部、農林水産部

事 業 名 地域産業特別活性化事業費

予 算 額 ２２８，５００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

地域活性化の芽が出てきているそれぞれの地域で、「更なる一歩」を

支援することにより、地域創生を実現

２ 事業内容

（１）中小企業人材確保緊急支援事業

地域地場産業や農林水産業をはじめ、新たな事業等に踏み出そうと

する様々な分野の企業の発展を促進するため、独自の強力な人材確保

体制を確立し、地域企業に真に必要なプロフェッショナル人材の確保

事 業 内 容 を支援

目 的 （２）「クール京都」織物産地創生事業

対 象 地域産業の底上げによる地域活力再生を図るため、出荷金額が増加

方 法 等 し、前向きな設備投資への意欲が高まっている織物産地を支援

（３）「クール京都」京もの工芸品活用事業

京もの工芸品を使用する府内のホテル、レストラン、ブライダル業

者（和婚）等の認証制度を創設

（４）丹後王国「食のみやこ」冬期誘客促進事業

丹後王国「食のみやこ」の好調な来園状況を持続するため、冬期の

誘客を強化するとともに、人材育成機能等を強化し１０次産業化を促進

（５）農林水産業スマート化事業

ＩＣＴを活用したスマート化により地域の「稼ぐ力」を向上させる

とともに、農林水産業の成長産業化を推進

総 合 就 業 支 援 室 京都ｼﾞｮﾌﾞﾊﾟｰｸ担当 075-682-8913

ものづくり振興課 中小企業育成担当 075-414-5103

担当課・担当名 染 織 ・ 工 芸 課 染織担当 課･担当電話番号 075-414-4856

経営支援・担い手育成課 新規就業･人材育成担当 075-414-4902

流通・ブランド戦略課 研 究 普 及 担 当 075-414-4968

水 産 課 漁 政 企 画 担 当 075-414-4992

商工労働観光－１



平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 中小企業人材確保緊急支援事業費

予 算 額 ３８，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

地域地場産業や農林水産業をはじめ、新たな事業等に踏み出そうとす

る様々な分野の企業の発展を促進するため、独自の強力な人材確保体制

を確立し、地域企業に真に必要なプロフェッショナル人材の確保を支援

事 業 内 容 ２ 事業内容

目 的 （１）中核人材の確保支援の機能強化

対 象 京都の地域経済創生を支援する（公財）京都産業２１を機能強化し、

方 法 等 経営・技術・人材登用に精通した経営の専門家が、セミナーや個別訪

問等を通じて、企業の課題抽出、真に必要な中核人材像の助言、京都

ジョブパーク・民間人材ビジネス事業者等への取り繋ぎ等を実施

（２）都市部での就職フェアの開催

京都の求職、企業の人材確保を支援する京都ジョブパークが都市部

での就職フェアを開催し、京都企業の魅力発信を行うとともに、ＵＩ

Ｊターン等の人材情報を集約

担当課・担当名
総合就業支援室 京都ｼﾞｮﾌﾞﾊﾟｰｸ担当

課･担当電話番号
075-682-8913

ものづくり振興課 中小企業育成担当 075-414-5103

商工労働観光－１－１



平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 「クール京都」織物産地創生事業費

予 算 額 ７５，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

地域産業の底上げによる地域活力再生を図るため、和装織物中心から、

洋装・室内装飾など広幅織物への転換により出荷金額が増加し、前向き

な設備投資への意欲が高まっている織物産地を支援

２ 事業内容

事 業 内 容

補助対象者 織物産業の中小企業、産地組合

目 的

対 象 対 象 内 容 受注拡大、商品開発及び人材育成に繋がる設備の

方 法 等 導入

補 助 率 等 １／３以内 （上限 ２，５００千円）

担当課・担当名 染織・工芸課 染 織 担 当 課･担当電話番号 075-414-4856

商工労働観光－１－２



平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 「クール京都」京もの工芸品活用事業費

予 算 額 ２，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

京もの工芸品を使用する府内のホテル、レストラン、ブライダル業者

（和婚）等の認証制度を創設し、京もの工芸品の普及・活用を促進

事 業 内 容 ２ 事業内容

目 的 西陣織、京友禅、京焼・清水焼など、京もの工芸品を使用する府内の

対 象 ホテル・旅館などの宿泊施設、レストランなどの飲食店及びブライダル

方 法 等 業者（和婚）等を、京もの工芸品活用事業所として認証する制度を創設

担当課・担当名 染織・工芸課 染 織 担 当 課･担当電話番号 075-414-4856

商工労働観光－１－３



平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 丹後王国「食のみやこ」冬期誘客促進事業費

予 算 額 ７５，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

丹後王国「食のみやこ」の好調な来園状況を持続するため、冬期の誘

客を強化するとともに、人材育成機能等を強化し１０次産業化を促進

２ 事業概要

(1) 冬期誘客対策 ４９，６７０千円

丹後王国「食のみやこ」の好調な来園状況を冬期も持続させるため、

観光関連施設等の整備を行い、冬期誘客対策を強化

事業内容 ▼冬の雪祭り等イベントにおけるイベント用大鍋、園内遊具 等

目 的

対 象 (2) 丹後王国「食のみやこ」１０次産業化促進 ２５，３３０千円

方法等 丹後農業実践型学舎生等、農林漁業者の加工・販売実践研修（６次

産業）を強化し、人材育成（４次産業）を本格実施

あわせて、観光施設や農林水産物直売所等と連携を図り、丹後王国

「食のみやこ」を６次産業化に取り組む農林漁業者の販路開拓拠点と

する。

▼加工研修支援

農林漁業者の６次産業化支援のため、加工研修・新商品開発の他、

必要な設備整備を実施

▼販売研修支援

丹後王国で開催するイベント等で、加工品等の販売研修を実施

担当課名 経営支援・担い手育成課 新規就業・人材育成担当 課・担当 電話番号 075-414-4902

商工労働観光－１－４



平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 農 林 水 産 業 ス マ ー ト 化 事 業 費

予 算 額 ３８，５００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

ＩＣＴを活用したスマート化により地域を活性化し「稼ぐ力」を向上

させるとともに、農林水産業の成長産業化を図る。

２ 事業概要

(1) 宇治茶生産技術の強化 ３０，０００千円

事業内容 茶園内の環境や茶樹の状態をＩＣＴデータで「見える化」し、熟練

した技術が必要な茶園内の環境管理を行いやすくする先駆的なシステ

目 的 ムの構築を茶業研究所で実証し、収量・品質を向上・安定させ、経営

対 象 の向上と新たな担い手の確保を図る。

方法等

(2) ブランド水産物（丹後とり貝）の生産拡大 ８，５００千円

水温等の環境変化に弱く、安定した生産が困難な丹後とり貝の漁場

の環境をＩＣＴデータで常時観測し、環境変化に即応可能となる生産

管理システムを導入する漁協の取組を支援し、経営の向上と新たな担

い手の確保を図るとともに丹後産水産物の情報発信強化による販売促

進を図る。

担当課名 流通・ブランド戦略課 研究普及担当 課・担当 電話番号 075-414-4968

水 産 課 漁政企画担当 075-414-4992

商工労働観光－１－５



平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 商店街ＩＣＴ受発注・宅配システム構築事業費

予 算 額 ５，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

住宅地の徒歩・自転車圏内で小売を担ってきた商店街の衰退等によ

り、高齢者を中心とした「買い物難民」問題が深刻化している中、地域

住民の買い物利便性の向上及び商店街の活性化等を目的に、商店街を核

とした、新たな物流システムの構築による買い物難民対策を推進

事 業 内 容 ２ 事業内容

目 的 （１）商店街、物流企業、金融機関、買い物困難地域等で、協議会を設置

対 象 地域のニーズや買い物困難地域等の実情調査を行うとともに、情報

方 法 等 を共有化

（２）システム設計に取り組む企業・商店街等を公募

先行実施地域やその地域の実情に応じた、新たなシステム設計に取

り組む、企業、商店街等のグループを公募し選考

担当課・担当名 商業・経営支援課 商業担当 課･担当電話番号 075-414-4839

商工労働観光－２



平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 「森の京都」クラフトモール整備事業費

予 算 額 １０，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

「京都新光悦村」に職人等が活動する工房を整備し、作品の展示・実

演販売などのチャレンジの場を提供

２ 事業内容

事 業 内 容 「京都新光悦村」に、府内産木材を使用した可動式「職人工房」を整

備し、若手職人向けの展示・実演販売の店舗等として活用

目 的

対 象

方 法 等

産業労働総務課 企画・地域戦略担当 075-414-4819

担当課・担当名 染織・工芸課 工芸担当 課･担当電話番号 075-414-4856

産業立地課 調整担当 075-414-4881

産業立地担当 075-414-4848

商工労働観光－３



平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 本社機能受入促進事業費

予 算 額 ３０，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

府内への本社機能の移転を積極的に促進するために支援制度を拡充

し、地域経済の活性化による地域創生を推進

２ 事業内容

本社や研究所等の移転を支援するため補助要件を緩和

（現 行）面積要件かつ投資額かつ雇用人数→３つが必須要件

（改正後）面積要件又は投資額かつ雇用人数→面積又は投資額を満たせ

ば良い

設 備 補 助
投下固定資産額等×１０％

事 業 内 容 【限度額：０．５～８億円】 ※１

目 的
雇 用 補 助

新規府内常用雇用者数×単価

対 象 （障がい者50万円、正規雇用者40万円、その他10万円）

方 法 等

用地面積 １，０００㎡以上 ※２

補 助 要 件

(本社の場合)
投下固定資産額等 １億円以上

府内常用雇用者 ５名以上

対 象 業 種 製造業、情報関連産業、自然科学研究所等

対 象 施 設 本社 ※３

※１ 地域、雇用人数、投資額により補助率、限度額が変動

※２ 用地面積、投下固定資産額等については、いずれかを満たせば可

能

※３ 本社とは、主たる事務所、研究所、研修所をいう。

担当課・担当名 産業立地課 産業立地担当 課･担当電話番号 075-414-4848

商工労働観光－４



平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 地域産業人づくり事業費

予 算 額 １５８，８４５千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

「京都府若者の就職等の支援に関する条例」の制定を踏まえ、就職の

難しい若者を対象とした人づくりを推進するとともに、人手不足が深刻

化する中、首都圏等の人材を府内企業に誘導

事 業 内 容 ２ 事業内容

目 的 （１）若者就職支援等推進事業

対 象 ① 就職の難しい若者を対象に、訓練・就職・定着までの伴走型支援

方 法 等 により、人手不足分野における就職を実現

② 条例に規定する基礎的就職支援事業等に関する計画を策定し、認

定を受けたＮＰＯ等の活動を支援

（２）移住促進人材確保事業

首都圏等就職フェアで京都企業の魅力を発信し、移住コンシェルジュ

との連携により人材を府内企業へ誘導

総合就業支援室 京都ジョブパーク担当 075-682-8913

担当課・担当名 労働・雇用政策課 雇用企画担当 担当電話番号 075-414-5085

人づくり推進課 人づくり推進担当 075-414-5101

商工労働観光－５



平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 「３つの京都」集客パワー強化事業費

予 算 額 ２７，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

京都市域等で増大する観光客や国際フェリーの定期航路化による新た

な観光客を、確実に「３つの京都」地域等へ誘客するための動向分析や

送客に係る課題分析、商品開発を実施

２ 事業内容

（１）京都市域から「３つの京都」地域等への外国人観光客送客に向けた

現状分析・課題把握

・関空、主要ターミナル及び京都府内で外国人観光客の動向を把握

事 業 内 容 ・観光客が京都市域以外を選択するに当たっての阻害要因、促進要因

を分析

目 的 ・専門家を活用した送客課題の分析

対 象 ・鉄道等旅客運送事業者、旅館・ホテル、旅行代理店等が認識する課

方 法 等 題の把握

（２）課題解決のための対応方策の策定と地域に継続して送客するための

仕組み（送客システム）及び商品開発

・観光・集客商品開発や送客システムの分析と対応方策策定

・京都市内から一足のばしするための商品開発や送客の実施

・日韓露フェリーの定期航路化に伴い京都舞鶴港から入国する観光客

に向けた商品開発

担当課・担当名 広域観光戦略課 広域観光担当 課･担当電話番号 075-414-4879

商工労働観光－６


